平成22年度第2回理事会議事録
日本OP第５－１０－０２号
日時　　　平成21年12月12日　（土）　11:00～17：00

会場　　　全菓連ビル　　フォーシーズ本社会議室

参加者　　周東監事、秋山監事、濱本理事長、奥村理事、濱田理事、矢野理事、榊原理事、

　　　　　牟田口理事、田中理事、土居理事、長堀理事

議事録　　長堀、　確認者　濱田理事（西日本）、土居理事（東日本）

議事　　　議事次第に沿って以下の議題について議論した。

議題1　　事務分担について

· 組織図の再編を行い各理事の分担を確認した。（組織図はＨＰにて公開予定）
· 普及、育成に関してはＪＳＡＦが行っているセーリングアカデミーなどのお知らせをできるだけＨＰに公開し、情報提供を行う。

議題２　　最終選考会について

· 日程は3月20,21,22,23 日とする。当初19日に事前計測日を設けることを想定したが、全日本などと比べて艇数が少ないため、事前計測日は設けない。
· オフィシャルホテルはホテルニューツルタを手配。

· フェリーはフェリー会社と値段交渉中。

議題３　　全日本開催時期変更に伴う、会計時期について

· 事業年度、会計年度を4月1日から3月31日とする。

· 次回2010年の総会にて、事業、会計年度と、総会の召集の規約の改定の承認を受ける必要がある。

· その際は、予算案1、(2010年10月1日～2011年3月31日）
　　予算案2,  (2011年4月1日～2012年3月31日)　を提出する。

議題４　　スポーツ拠点づくり事業について

· 他の候補地として、別府、蒲郡が立候補しているが、今回はすでにスポーツ拠点作りを行っている和歌山について話し合いをした。

· 和歌山県セーリング連盟の代表として中村氏が出席し、現在の状況などについて説明を受けた。

和歌山の提案

· 和歌山のスポーツ拠点づくりの本来の主旨である「全国各地から選抜を経て参加している事」に最終選考会はあてはまる。是非やらせて頂きたい。

· JSAF,　OP協会、和歌山県連で3者協力でやるのはいいと思う。

· 年度末の3月に開催ができるか県連と相談する。

· 現在はＵ－12を対象として申請していることもあり、拠点事業としては、3月は寒く時期的に相応しくないという行政のリアクションが予想される。

方向性

· 別府、蒲郡は申請がとおるかどうかわからないが、和歌山はすでにとおっているので今後も話し合いを続ける。
· 諸条件の整備を和歌山サイドに行なってもらう必要があり、それによってはじめて具体的な議論ができる。

期限

· 2010年9月までに方向性を決め、総会にかける方向。
議題５、今後の事業計画について

○　アジアセーリングチャンピオンシップ　2010年３月２０日から３月２９日　男子高竹義樹

（広島）と女子田中美紗樹（兵庫）が出場予定。

○　ナショナルチーム合宿　2010年５月１日から５月３日　於）未定
○（北米選手権　　　　　　2010年６月２６日から７月４日　於）カナダ）
○　ヨーロッパ選手権　　　2010年７月２日から７月１０日　於）ポーランド
○　アジア選手権　　　　　2010年７月３日から７月１１日　於）タイ
○　広島チームレース　　　2010年8月14,15日の予定

○　全日本　　　　　　　　10月後半から11月前半を中心に、学校行事の開催状況を勘案して調整中。
○　第１６回アジア大会　　2010年11月12日から11月27日　於）中国

○　ワールド選手権　　　　2010年12月28日から2011年1月8日　於）　マレーシア
議題６、ＪＳＡＦ規定改定について
· ＪＳＡＦ規定の改正については、ＯＰ協会としてはこれを順守する事にした。
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議題７、ＪＯＤＡ主催のレース運営について
○　全日本は全理事が参加運営にかかわるような環境を整える。

○　2011年から全日本の開催が8月なので早めに準備する。
○　ＪＯＤＡとホストクラブとで役割分担、費用分担を明確にする。

○　ＪＯＤＡ主催のレースに関する規定を制定し、その基準、根拠を明確にする。
○　浅野会長の思いを理事も再認識し、開催地に伝える。

○　各クラブに海上運営のお手伝いをお願いする。

議題８、　2009年全日本ＳＩについて
○ＳＩ19-3出艇、帰着申告の件について、2009年の
全日本時に出艇と帰着の申告を監督が行うことにしたが一部混乱があった。このルールはワールドのSIを踏襲したものだが、今後は本人が申告するように変更する。
○　23 サポートボートについて

　　　　＊各クラブの指導者、コーチが強風の場合、選手を出すか出さないか判断する。

　　　　＊大会側は、各クラブのコーチボートはレスキューボートという位置づけであることについてSIへの記載を含め明確にする。
議題９、ＪＳＡＦ会員登録について
○　基本的には、各県連からの申込を推奨する。どうしても難しい場合はJODAが対応する。

以上

次回理事会は2010年3月21日の予定
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		JSAF規程改定検討 キテイカイテイケントウ																				2009.12.08

		対応RRS/ISAF規定 タイオウキテイ				現行規程 ゲンコウキテイ				委員からの意見 イインイケン				見直し案 ミナオアン								改定規程 カイテイキテイ

		64.3 計測抗議の判決				日本セーリング連盟規程 1　[ 規則64 ] ニホンレンメイキテイキソク																日本セーリング連盟規程 1　[ 規則64 ] ニホンレンメイキテイキソク

		(b) プロテスト委員会は、計測規則の意味するところに疑問がある場合、その解釈に対して責任のある機関に当該の事実と共に疑問を照会しなければならない。判決を決定する場合、プロテスト委員会は、その機関の回答に従わなければならない。『日本セーリング連盟規程1参照』 イミカイシャクタイ		→		規則64.3(b)にいう"機関"とは、各クラス協会計測担当部門および外洋艇に関しては、連盟の計測を担当する委員会をいう。ただし、計測に関する担当部門がない、または責任者をおいていないクラス協会にあっては、連盟の計測を担当する委員会とする。 キソクキカンカクキョウカイケイソクタントウブモンガイヨウテイカンレンメイケイソクタントウイインカイケイソクカンタントウブモンセキニンシャキョウカイレンメイケイソクタントウイインカイ				「連盟の計測を担当する委員会」には、現存する委員会名を記載すべきか？
現状の記述のように、「その役割を担当する組織」のままとすべきか？ レンメイケイソクタントウイインカイゲンゾンイインカイメイキサイゲンジョウキジュツヤクワリタントウソシキ				JSAF組織の当該委員会名が普遍的であれば、委員会名を載せる。 ソシキトウガイイインカイメイフヘンテキイインカイメイノ				JSAF組織の当該委員会名が普遍的とは言えないので、具体的な委員会名の掲載は不可。
→　現行のまま ソシキトウガイイインカイメイフヘンテキイグタイテキイインカイメイケイサイフカゲンコウ				規則64.3(b)にいう"機関"とは、各クラス協会計測担当部門および外洋艇に関しては、連盟の計測を担当する委員会をいう。ただし、計測に関する担当部門がない、または責任者をおいていないクラス協会にあっては、連盟の計測を担当する委員会とする。 キソクキカンカクキョウカイケイソクタントウブモンガイヨウテイカンレンメイケイソクタントウイインカイケイソクカンタントウブモンセキニンシャキョウカイレンメイケイソクタントウイインカイ

		69.1 プロテスト委員会による処置				日本セーリング連盟規程 2　[ 規則69 ] ニホンレンメイキテイキソク																日本セーリング連盟規程 2　[ 規則69 ] ニホンレンメイキテイキソク

		(a) プロテスト委員会は、自ら目撃したか、またはあらゆる情報源から受け取った報告から、競技者が、規則またはグッド・マナーもしくはスポーツマンシップの重大な違反を犯したか、またはセーリング・スポーツの名誉を傷つけたと確信した場合、審問を召集することができる。（以降省略）
(b)　最低3名のメンバーからなるプロテスト委員会が、規則63.2、63.3(a)、63.4および63.6の手順に従って、審問を実施しなくてはならない。プロテスト委員会は、競技者が申し立てられた不正行為を犯したと判定した場合には、次のいずれかを行わなければならない。（1)は省略
(2） 次のいずれかのペナルティーを課す。
　・一つのレース、またはシリーズの残りのレース、またはシリーズ全体から、競技者を除外し、さらに適切な場合には艇を失格とする
　・プロテスト委員会の権限内の、他の処置を行う イコウショウリャクショウリャク		→		1.　プロテスト委員会が、重大な規則違反を行った艇もしくはグッド・マナーまたはスポーツマンシップに甚だしく違反した競技者に対し、規則69.1(b)(2)のペナルティーを課した場合には、当該委員会はその判決後14日以内に連盟にこの旨を報告しなければならない。 イインカイジュウダイキソクイハンオコナテイハナハイハンキョウギシャタイキソクカバアイトウガイイインカイハンケツゴニチイナイレンメイムネホウコク												規則69.1の表記方法に準拠する。 キソクヒョウキホウホウジュンキョ				1.　プロテスト委員会が、グッド・マナーまたはスポーツマンシップの重大な違反を犯したか、またはセーリング・スポーツの名誉を傷つけたと確信した競技者に対し、規則69.1(b)(2)のペナルティーを課した場合には、当該委員会はその判決後14日以内に連盟にこの旨を報告しなければならない。 イインカイジュウダイイハンオカメイヨキズカクシンキョウギシャタイキソクカバアイトウガイイインカイハンケツゴニチイナイレンメイムネホウコク

		69.2　各国協会による処置、またはISAFによる最初の処置

		(a)　各国協会またはISAFが、次のいずれかを受け取った場合、調査を行うことができ、適当と思えば、審問を実施しなければならない。
　・規則またはグッド・マナーもしくはスポーツマンシップの重大な違反の報告
　・セーリング・スポーツの名誉を傷つけた行為を申し立てる報告
　・規則69.1(c)または規則69.1(e)に定められている報告
その後、各国協会またはISAFは、競技者もしくは艇、または関与したその他の者に対し、権限内で適切と思われる懲戒処置を取ることができる。この処置には、永久または特定の期間、各国協会の管轄下で開催される大会で競技する資格の停止、およびISAF規定19に基づくISAF資格の停止を含む。『日本セーリング連盟規程2参照』 ツギテキトウオモホウコク		→		2.　連盟は、規則69.2に基づき規則69.1(b)(2)のペナルティーに加え、更なる処置をしようとする場合には、これを最高審判委員会に付議して、その裁定に基づき処置するものとする。この場合、最高審判委員会は委員3名以上の出席を要し、全員の賛成を得なければペナルティーを課すことはできない。 レンメイキソクモトキソククワサラショチバアイサイコウシンパンイインカイフギサイテイモトショチバアイサイコウシンパンイインカイイインメイイジョウシュッセキヨウゼンインサンセイエカ												現行のまま ゲンコウ				2.　連盟は、規則69.2に基づき規則69.1(b)(2)のペナルティーに加え、更なる処置をしようとする場合には、これを最高審判委員会に付議して、その裁定に基づき処置するものとする。この場合、最高審判委員会は委員3名以上の出席を要し、全員の賛成を得なければペナルティーを課すことはできない。 レンメイキソクモトキソククワサラショチバアイサイコウシンパンイインカイフギサイテイモトショチバアイサイコウシンパンイインカイイインメイイジョウシュッセキヨウゼンインサンセイエカ

						日本セーリング連盟規程 3　[ 規則70 ] ニホンレンメイキテイキソク																日本セーリング連盟規程 3　[ 規則70 ] ニホンレンメイキテイキソク

		70.5 付則Nに従って構成されたインターナショナル・ジュリーの判決に対して上告してはならない。更に、レース公示と帆走指示書にそのことを記載している場合には、次のいずれかに限って、上告の権利を否認することができる。『日本セーリング連盟規程3参照』		→		1.　規則70.5に基づき、プロテスト委員会の判決に関し、上告の権利を否認する旨規定する場合には、レース公示を行う以前に予め連盟の承認を得なければならない。『NJ/NU規程13条(1)⑤参照』 キソクモトイインカイハンケツカンジョウコクケンリヒニンムネキテイバアイコウジオコナイゼンアラカジレンメイショウニンエキテイジョウサンショウ				「予め」について、具体的な日数（週数または月数）を記載したほうが良いのでは？
例）レース公示まで アラカジグタイテキニッスウシュウスウツキスウキサイヨレイコウジ				「予め」を「レース公示まで」に置き換える アラカジコウジオカ				現行のまま ゲンコウ				1.　規則70.5に基づき、プロテスト委員会の判決に関し、上告の権利を否認する旨規定する場合には、レース公示までに予め連盟の承認を得なければならない。『NJ/NU規程13条(1)⑤参照』 キソクモトイインカイハンケツカンジョウコクケンリヒニンムネキテイバアイコウジアラカジレンメイショウニンエキテイジョウサンショウ

		F2.1 プロテスト委員会の判決書、または審問再開を行わないとする決定を受け取った後、15日以内に上告者は、上告書とプロテスト委員会の判決のコピーを、各国協会に送付しなければならない。上告書に上告者は、プロテスト委員会の判決または手順が正しくないと考える理由を記載しなければならない。 ショウトイナイソウフジョウコクショジョウコクシャ		→		2.　規則70による上告は、規則F2.1に定められた期限内に上告料20,000円を添えて連盟に提出しなければならない。 キソクジョウコクキソクサダキゲンナイジョウコクリョウエンソレンメイテイシュツ				上告料徴収の是非。徴収する場合の適正額は？（Ussailingは２５＄,　RYAは無料） ジョウコクリョウチョウシュウゼヒチョウシュウバアイテキセイガクムリョウ				無料とする。 ムリョウ				US Sailing $25, RYA free, NZ NZ$100, Swiss some, Irish 50euro
→　純粋に各国MNAの事情により決定されているようだ。
→　現行踏襲とする。 ジュンスイカクコクジジョウケッテイゲンコウトウシュウ				2.　規則70による上告は、規則F2.1に定められた期限内に上告料20,000円を添えて連盟に提出しなければならない。 キソクジョウコクキソクサダキゲンナイジョウコクリョウエンソレンメイテイシュツ

						3.　国民体育大会および国民体育大会リハーサル大会のセーリング競技においては、プロテスト委員会の判決をもって最終とする。 コクミンタイイクタイカイタイカイキョウギイインカイハンケツサイシュウ				「国体リハーサル大会」も必要か？ コクタイタイカイヒツヨウ				「国体リハーサル大会」は、削除する。 コクタイタイカイサクジョ				「国体リハーサル大会」は、事実上実業団選手権等、通常のレガッタと変わらないため、削除するとの案あったが、運営および管理上は本国体と変わらないため、現行のままとする。今後JSAFとしての方針変更ある場合には、それに準拠する。 コクタイタイカイジジツジョウジツギョウダンセンシュケントウツウジョウカサクジョアンウンエイカンリジョウホンコクタイカゲンコウコンゴホウシンヘンコウバアイジュンキョ				3.　国民体育大会および国民体育大会リハーサル大会のセーリング競技においては、プロテスト委員会の判決をもって最終とする。 コクミンタイイクタイカイタイカイキョウギイインカイハンケツサイシュウ

						日本セーリング連盟規程 4　[ 規則76 ] ニホンレンメイキテイキソク																日本セーリング連盟規程 4　[ 規則76 ] ニホンレンメイキテイキソク

		76.1 主催団体またはレース委員会は、第1レースのスタート前に、その理由を述べた場合に限り、規則76.2に従うことを条件に、艇の参加申し込みを拒否または取り消し、または競技者を排除することができる。ただし、艇または競技者がISAF規定20[広告規定]に従っている限り、主催団体またはレース委員会は、広告を理由に艇の参加申し込みを拒否もしくは取り消し、または競技者を排除してはならない。『日本セーリング連盟規程4参照』 シタガキテイ		→		日本の水域で開催される大会において規則76.1の規定を適用する場合には、主催団体またはレース委員会は、予め連盟の承認を得なければならない。 ニホンスイイキカイサイタイカイキソクキテイテキヨウバアイシュサイダンタイイインカイアラカジレンメイショウニンエ				本規程は存続が必要か？ ホンキテイソンゾクヒツヨウ				本条項を削除する。 ホンジョウコウサクジョ				US Sailing ：宗教、人種理由の排除は不可。RYA：事前にMNAの申請/承認要。
→　上記２大国にも統一した考え方はないようだ。
→　規則を変える理由なし。 シュウキョウジンシュリユウハイジョフカジゼンシンセイショウニンヨウジョウキダイコクトウイツカンガカタキソクカリユウ				日本の水域で開催される大会において規則76.1の規定を適用する場合には、主催団体またはレース委員会は、予め連盟の承認を得なければならない。 ニホンスイイキカイサイタイカイキソクキテイテキヨウバアイシュサイダンタイイインカイアラカジレンメイショウニンエ

		78 クラス規則に従うこと、証明書				日本セーリング連盟規程 5　[ 規則78 ] ニホンレンメイキテイキソク

						1.　日本の艇が、日本の水域で行われるレースに参加しようとする場合には、連盟または連盟の特別加盟団体であるクラス協会の発給する正規の登録証明書、計測書証明書またはレーティング証明書を所持しなければならない。 ニホンテイニホンスイイキオコナサンカバアイレンメイレンメイトクベツカメイダンタイキョウカイハッキュウセイキトウロクショウメイショケイソクショショウメイショショウメイショショジ												規則78.2に包含されているため、本規程を削除する。 キソクホウガンホンキテイサクジョ				－削除　－ サクジョ

		78.2　規則により艇がレースをする前に証明書を提示する必要があるが、これを提示できない場合、その艇は、有効な証明書が存在し、大会が終了する前に提示するという、責任者が署名した誓約書を、レース委員会が受け取った場合に限り、レースをすることができる。証明書が期限内に受け取られなかった場合には、その艇は、その大会のすべてのレースから失格とされなければならない。『日本セーリング連盟規程5参照』 テイジテイジテイジセイヤク		→		2.　レースに参加する艇が正規の証明書を所持しない場合には、艇のオーナーまたはその代理人はレースのスタート前に、規則78.2に定める誓約書をレース委員会に提出しなければならない。 サンカテイセイキショウメイショショジバアイテイダイリニンマエキソクサダセイヤクショイインカイテイシュツ				本規程は存続が必要か？
JSAF規程は、完全にRRS78.2に包含されているように見える。 ホンキテイソンゾクヒツヨウキテイカンゼンホウガンミ				本条項を削除する。 ホンジョウコウサクジョ				規則78.2に包含されているため、本規程を削除する。 キソクホウガンホンキテイサクジョ				－削除　－ サクジョ

		ISAF規定20 キテイ				日本セーリング連盟規程 6　[ 規則80 ] ニホンレンメイキテイキソク																日本セーリング連盟規程 5　[ 規則80 ] ニホンレンメイキテイキソク

		20.3.1.1　個々の競技者は、「責任者」の同意のもとに制限なしに衣類と個人川装備に広告を表示してよい。
20.3.1.2　「責任者」の選定した広告は、「競技規則」付則Ｇによる識別のために確保されたスペースおよび『規定』20.5と20.9に基づくスペースを除き、艇体、スパーおよびセールに制限なしに表示してよい。
20.5.7　「国内クラス」：「国内クラス」を承認した「各国協会」は、この「国内クラス」による適用に関して、「広告」を許可するのか否かを決定し、許可する場合、制限するのか否かを決定しなければならない。				1.　国内クラス広告のステータス適用を、原則としてカテゴリーCとする。ただし、カテゴリーAの制限を希望するクラス協会は、原則として大会の3ヶ月前までに所定の申請書で連盟に届出を行い、承認を受けなければならない。『ISAF規定20.4.1(c)』 コクナイコウコクテキヨウゲンソクセイゲンキボウキョウカイゲンソクタイカイゲツマエショテイシンセイショレンメイトドケデオコナショウニンウキテイ				全面見直し要 ゼンメンミナオヨウ				新ISAF規程20に合わせた記述に変更する。 シンキテイアキジュツヘンコウ				前段の「カテゴリーC」の文全体は削除。（ISAF規定20.3で原則無制限と規定）。
後段は、制限を希望する「国内クラス」からの申請を受けるのではなく、各々の「国内クラス」の広告はどうするか、をJSAFが決めなければならないとの内容に変更する必要がある。
ISAF規定＃を20.5.7に変更。 サクジョキテイキテイキテイヘンコウ				1.　国内クラスの広告は、RRS付則Gによる識別のために確保されたスペースおよびISAF規定20.5、ISAF規定20.9に基づくスペースを除き、艇体、スパーおよびセールに制限なしに表示してよい。『ISAF規定20.5.7』 コクナイコウコクフソクシキベツカクホキテイキテイモトノゾテイタイセイゲンヒョウジキテイ

						2.　ハンディキャップ方式または計測方式で競技する艇に関して、広告のステータス適用をCとする。『ISAF規定20.5』 ホウシキケイソクホウシキキョウギテイカンコウコクテキヨウキテイ												削除。レーティング・システムズはISAF規程20.5.4で広告制限が出来るようになっているが、　レーティング・システムズで現在ISAFが認めているORC（ORCI・ORCC）とIRCは、ISAFとの間でいずれも今回の改正で、広告表示はISAF規程20に従う旨の内容になっている。したがって、MNAとしての独自の規定は不要。なお、クラブレース等で使う地域レーティングのレースで、広告を制限しようとする場合は、ISAF規程20.6.3と現行のJSAF規程７の３をもとに「クラブ大会」として対応できるので、ここで表現する必要はない。 サクジョキテイフヨウ				－削除　－ サクジョ

		20.6.3　「クラブ大会」や「招待大会」に関して、「主催団体」は、自身の「各国協会」の承認をあらかじめ得て、規定20.3.1.2に従って表示する「広告」を制限することができる。この大会に次のオリンピック･セーリング競技会の装備として選定された「クラス」を含める場合､規定20.6.3の制限は、ISAF執行委員会があらかじめ承認した場合を除き、その「クラス」には適用しないものとする。				3.　クラブの大会または招待大会で、広告をカテゴリーAに制限しようとする主催団体は、大会の2ヶ月前までに所定の申請書に記載し、連盟に届けを行い、承認を受けなければならない。『ISAF規定20.4.3』 タイカイショウタイタイカイコウコクセイゲンシュサイダンタイタイカイゲツマエショテイシンセイショキサイレンメイトドオコナショウニンウキテイ												「カテゴリーA」を削除。ISAF規定20.6.3に変更。 サクジョキテイヘンコウ				2.　クラブ大会または招待大会において、広告を制限しようとする主催団体は、大会の2ヶ月前までに所定の申請書に記載し、連盟に届けを行い、承認を得なければならない。『ISAF規定20.6.3』 タイカイショウタイタイカイコウコクセイゲンシュサイダンタイタイカイゲツマエショテイシンセイショキサイレンメイトドオコナショウニンエキテイ

		20.5.7　「国内クラス」：「国内クラス」を承認した「各国協会」は、この「国内クラス」による適用に関して、「広告」を許可するのか否かを決定し、許可する場合、制限するのか否かを決定しなければならない。 テキヨウ		→		4.　ISAF規定の定義にいう「国内クラス」とは、特別加盟団体としてJSAFに加盟しているクラスをいう。『ISAF規定20.10(c)』 キテイテイギコクナイトクベツカメイダンタイカメイキテイ				記載された規則が違う？ キサイキソクチガ				ISAF規定＃を変更する。 キテイヘンコウ				「ISAF既定20.1」に変更 キテイヘンコウ				4.　ISAF規定の定義にいう「国内クラス」とは、特別加盟団体としてJSAFに加盟しているクラスをいう。『ISAF規定20.1』 キテイテイギコクナイトクベツカメイダンタイカメイキテイ

						5.　本規程は総務委員会が主管し、関係する細目を決め実務を司る。 ホンキテイソウムイインカイシュカンカンケイサイモクキジツムツカサド												本来ルール委員会が所管すべきであるが、運用面の煩雑さを勘案し、現行のままとする。 ホンライイインカイショカンウンヨウメンハンザツカンアンゲンコウ				5.　本規程は総務委員会が主管し、関係する細目を決め実務を司る。 ホンキテイソウムイインカイシュカンカンケイサイモクキジツムツカサド

						6.　本規程の施行に関し総務委員会は、届出および所定の納付金の支払いに関する期限について猶予期間を設けることができる。 ホンキテイシコウカンソウムイインカイトドケデショテイノウフキンシハラカンキゲンユウヨキカンモウ												本来ルール委員会が所管すべきため、
削除 ホンライイインカイショカンサクジョ				6.　本規程の施行に関し総務委員会は、届出および所定の納付金の支払いに関する期限について猶予期間を設けることができる。 ホンキテイシコウカンソウムイインカイトドケデショテイノウフキンシハラカンキゲンユウヨキカンモウ

						7.　2010年3月末までの間、本規程に基づく納付金の支払いは免除する。 ネンガツマツカンホンキテイモトノウフキンシハラメンジョ				本規程についての見直しは？　・・・・主管委員会である総務委員会との協議が必要？
また併せてISAF規定18.16.2（承認料納付制度）の復活の検討並びに本規程への追加は？
「賞金／賞品総額が15,000ユーロを越える現金または同等の金額を越える賞品が与えられる大会については、その主催者にその10％相当額を承認料としてJSAFに納入させる規程の復活」・・・（ISAF資格規定19.4.1（ｂ）にて当該大会はMNAの承認を得ていない場合には「禁止された大会」とされている。） ホンキテイミナオシュカンイインカイソウムイインカイキョウギヒツヨウアワノウフセイドフッカツケントウナラホンキテイツイカショウキンショウヒンソウガクコゲンキンドウトウキンガクコショウヒンアタタイカイシュサイシャソウトウガクショウニンリョウノウニュウキテイフッカツシカクキテイトウガイタイカイショウニンエバアイキンシタイカイ								納付金についての変更ないため、本暫定措置は削除。				－削除　－ サクジョ

		91　プロテスト委員会				日本セーリング連盟規程 7　[ 規則91 ] ニホンレンメイキテイキソク																日本セーリング連盟規程 6　[ 規則91 ] ニホンレンメイキテイキソク

		プロテスト委員会は、次のいずれかでなければならない。
(a) 主催団体またはレース委員会により任命された委員会。
(b) 主催団体またはISAF規定のとおりに任命され、付則Nの要件を満たしているインターナショナル・ジュリー。
各国協会は、その管轄下の大会ではインターナショナル・ジュリーの任命には各国協会の承認が必要であると規定することができる。ただし、ISAFの大会または規則89.2(b)に基づきISAFがインターナショナル・ジュリーを任命する場合を除く。『日本セーリング連盟規程7参照』		→		1.　規則91に従い国内において開催される国際競技のインターナショナル・ジュリーの選任については、当該競技の主催団体は、セーリング競技規則N1.1に基づき事前に連盟の承認を得なければならない。ただし、ISAFの大会および規則89.2に基づきISAFがインターナショナル・ジュリーを任命する大会を除く。 キソクシタガコクナイカイサイコクサイキョウギセンニントウガイキョウギシュサイダンタイキョウギキソクモトジゼンレンメイショウニンエタイカイキソクモトニンメイタイカイノゾ				RRSではインターナショナルジュリーの選任権は大会主催団体にある。本規程は必要か？　実際問題として例えば国際クラス協会が決めた人選を否定できるか？ センニンケンタイカイシュサイダンタイホンキテイヒツヨウジッサイモンダイタトコクサイキョウカイキジンセンヒテイ				形式上ではあるが、現状通りとする。 ケイシキジョウゲンジョウトオ				事実上は「承認」の意は薄いものの、MNAを経由することによる、MNAへの認知促進目的として、現行のままとする。 ジジツジョウショウニンイウスケイユニンチソクシンモクテキゲンコウ				1.　規則91に従い国内において開催される国際競技のインターナショナル・ジュリーの選任については、当該競技の主催団体は、セーリング競技規則N1.1に基づき事前に連盟の承認を得なければならない。ただし、ISAFの大会および規則89.2に基づきISAFがインターナショナル・ジュリーを任命する大会を除く。 キソクシタガコクナイカイサイコクサイキョウギセンニントウガイキョウギシュサイダンタイキョウギキソクモトジゼンレンメイショウニンエタイカイキソクモトニンメイタイカイノゾ

		　　				2.　上記手続きを欠く場合には、当該競技のインターナショナル・ジュリーは正式に選任されたものとは認められない。従って、抗議は上告の対象となることがある。 ジョウキテツヅカバアイトウガイキョウギセイシキセンニンミトシタガコウギジョウコクタイショウ												現行のまま ゲンコウ				2.　上記手続きを欠く場合には、当該競技のインターナショナル・ジュリーは正式に選任されたものとは認められない。従って、抗議は上告の対象となることがある。 ジョウキテツヅカバアイトウガイキョウギセイシキセンニンミトシタガコウギジョウコクタイショウ

		68　損傷																				日本セーリング連盟規程 7　[ 規則68 ] ニホンレンメイキテイキソク

		規則違反によって生じた損傷の問題は、各国協会規程がある場合には、その規程に従わなければならない。 ソンショウ																新規規程（外洋ではしばしば問題となるため）。本規程では、PCは無関与との記述のみとする。 シンキキテイガイヨウモンダイホンキテイムカンヨキジュツ				1.　セーリング競技規則に定める『規則』違反により生じた損傷に関するすべての申し立てに対し、プロテスト委員会は関与しない。 キョウギキソクサダキソクイハンショウソンショウカンモウタタイイインカイカンヨ

		86.3　競技規則の変更 キョウギ																				日本セーリング連盟規程 8　[ 規則86.3 ] ニホンレンメイキテイキソク

		各国協会がそのことを規定した場合には、規則を発展させるために変更するまたは提案された規則を試すのであれば、規則86.1の制限は適用しない。 キソク																新規規程（アデンダムQなど、新規則適用例あるため） シンキキテイシンキソクテキヨウレイ				1.　主催団体、レース委員会またはプロテスト委員会が、規則を発展させるために変更する、または提案された規則を試す場合には、規則86.1の制限は適用しない。ただし、その場合には、主催団体はレース公示までに連盟の承認を得なければならない。 シュサイダンタイイインカイイインカイバアイキソクバアイシュサイダンタイコウジレンメイショウニンエ

		各国協会は、これらの変更には協会の承認が必要であることを、規定することができる。
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20.  ISAF 広告規定  


20.1  定義 


次の定義はこの「ISAF 広告規定（『規定』）」のみに適用されるものとする。  


「広告」  団体、個人、製品、サービス、ブランドまたはアイデアに対して、
関心を誘ったり、個人や団体に購買、賛同その他の支持を働きかけ
るような名称、ロゴ、標語、記述、描写、それらの変化あるいは変
形、その他一切の伝達形態をいう。 


「バウ・ナンバー」 艇のバウに表示するように求められている主催団体により割り当
てられた識別番号を言う。数字と文字との組み合わせとすることが
できる。 


「クラブ大会」 セーリングを主要な活動の 1 つとしているクラブが主催した大会
をいう。 


「競技者」 競技している艇に乗艇しているすべての者をいう。ただし、その艇
に乗艇している競技役員やメディア関係者は除く。  


「艇体の長さ」  艇体の長さとは「セーリング装備規則」または「クラス規則」に定
義されているものをいう。 


「招待大会」 競技者が招待され、かつ招待されたものを除く他の競技者に開かれ
ていない大会をいう。 


「国内クラス」 ISAF クラスではないが、特定の各国協会により承認されているクラス
をいい、その協会はそのクラスの管理または運営について実質的な権
限も有している。 


「主催団体」 RRS 89.1 に従ってレースを主催する権限があり、レース公示に主催団
体として記載されている団体をいう。  


「責任者」 RRS 46 に基づき指名された乗艇している責任者を言う。  


「レーティング方式」 ISAF 国際レーティング方式または ISAF 承認レーティング方式のいず
れかをいう。  


太字の語は、「セーリング装備規則」に定義されている。  


20.2  全般 


20.2.1  「競技規則」に基づきレース中に艇への「広告」または乗員による「広告」を表示する権利は、
この『規定』に基づいてのみ許可されており、「広告」を表示する権利はISAFにより承認され
ている範囲で、この『規定』に述べられている条件に厳密に従わなければならない。  


20.2.2  「広告」は、この『規定』により要求または許可されている場合を除き、艇に表示してはなら
ない。政治、宗教、人種の宣伝となる「広告」は、大会で艇、装備、衣類、その他の物に表示
してはならない。領土および領海内で「広告」を制限しているかもしれない個々の国の法律に
も注意を払うこと。  


20.2.3  「広告」および広告されたすべてのものは、一般に認められている道徳基準と倫理基準に合致
していなければならない。  


20.2.4  セールへの広告は、国を示す文字とセール番号からはっきりと離されていなければならない。  


20.2.5  「クラスを示す印」は、RRS 77とRRS付則Gに求められているとおりに艇とセールボードのセ
ールに表示しなければならない。  


20.3  競技者と艇  


20.3.1  この『規定』の他の規定に従うことを条件として：  
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20.3.1.1  個々の競技者は、「責任者」の同意のもとに制限なしに衣類と個人用装備に広告を表示してよ


い。  


20.3.1.2  「責任者」の選定した広告は、「競技規則」付則 G による識別のために確保されたスペースお


よび『規定』20.5 と 20.9 に基づくスペースを除き、艇体、スパーおよびセールに制限なしに表


示してよい。  


20.4  大会広告 


20.4.1  『規定』20.5 と 20.6 に従って、大会の「主催団体」には、次の条件に従って次のスペースを使


用する権利がある。  


20.4.1.1  艇 


(a)  大会の「主催団体」により表示すると選定または要求された「バウ・ナンバー」と「広


告」用に各参加艇の艇体の長さの各舷
げん


前部の前から 20 %（艇体の長さが 8 メートル未満


の場合、前から 1.2 メートルまたは 25 % の大きい方）。  


(b)  規定 20.9 (b) (i) に従って、メインセール・ブームの最前部の 20 %。  


(c)  艇にバックステイがある場合には、バックステイに取り付ける寸法最大 500 mm × 750 mm


のスポンサーの三角旗または旗（『スポンサー旗』）。  


またはそれらの組み合わせおよび上記のように（適切に）表示または取り付けることを明示し


た広告については、レース公示にそのように記載し、艇がハーバー内や陸置きしている場合を


含め、「スポンサー旗」が大会期間中取り付けられていることも要求することができる。  


「競技者」は、たばこもしくは酒類に関する広告、または本質的な道徳、政治または宗教を理


由に純粋に反対する「広告」を表示しないことを選択することができる。  


20.4.1.2  セールボート 


セールボードには大会スポンサー用の艇体のスペースは確保されないものとする。  


「主催団体」は、セール番号とウィシュボーン（ブーム）の間のセールの両面、最大面積 0.4


平方メートルを確保したフット・メディアン・ラインより後方のセールの両面および（規定


20.4.1.3 に従って）「競技者」が着用するビブに「広告」の表示を許可または要求することが


できる。  


20.4.1.3  提供した艇またはセールボード 


装備が大会「主催団体」により提供される場合、提供された装備すべてへの広告は「主催団体」


が利用できる。広告を表示し、「主催団体」よりこの大会で提供されたビブまたは同等のもの


は個々の「競技者」の全くの裁量で着用することができる。  
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20.5  クラスとレーティング方式 


20.5.1  「ISAF クラス」と「レーティング方式」は、規定 20.3.1.2 に従って「広告」を表示できないこ


とまたは代わりに制限された「広告」のみを表示できることを規定する権利があるものとする。  


20.5.2  「ISAF クラス」または「レーティング方式」が「広告」を禁止するか制限する場合には、そ


のことを「クラス規則」または「レーティング方式の規則」に記載しなければならず、制限を


条件とする場合には、そのことも前記規則に明記しなければならない。  


20.5.3  「ISAF クラス」が「広告」の表示（『クラス広告』）を艇／ボードに要求するそのクラスへ


のスポンサー契約を結びたい場合には、次の条件でそうすることができる。  


(a)  その「ISAF クラス」の会員が、その「ISAF クラス」の規約に従ってスポンサー契約を結


ぶことを以前に承認した；かつ   


(b)  このような『クラス広告』は規約 20.4 に従って大会スポンサー用に確保されたスペース


の部分に制限される；かつ  


(c)  艇／ボードは、その「ISAF クラス」が「主催団体」である大会にこのような『クラス広


告』の表示のみを要求される、または「ISAF クラス」が主催団体でない場合には、この


「ISAF クラス」と「主催団体」との間にこのような「クラス広告」を許可する同意書が


ある場合；かつ  


(d)  『クラス広告』を表示する艇／ボードと妨害または競合する広告を表示する自身の各国


協会と同意した、「ISAF クラス」の艇／ボードの「責任者」は『クラス広告』の表示を


要求されないものとする。  


20.5.4  「レーティング方式」の運営グループも、規定 20.5．3 の「ISAF クラス」と同じ条件で規定す


ることができ、その場合には規則にそのことを記載しなければならない。  


20.5.5  『クラス広告』規則と「レーティング方式」規則との不一致：  


艇が特定の「ISAF クラス」の艇である場合には、その個々の艇はその艇の「クラス規則」の


規定に従って決定された「広告」制限に従わなければならない。ただし、この艇に適用される


「レーティング方式」規則がより制限されている場合には、「レーティング方式」規則が適用


されるものとする。この規則の違反は、抗議を受けなければならず、規定 20.10 に基づき処理


されるものとする。更に、その違反は、その艇の「ISAF クラス」証明書を無効になることが


あり、次にはその艇のレーティング証明書も無効になることがある。  


20.5.6  移行規定：  


(a)  以前は艇への「広告」を許可しない – 前の「カテゴリーA」 - と選択した「ISAF クラ


ス」は、規定 20.3.1.2 に従って広告を表示することができないと規定していたとみなすも


のとする（別のことを規定するまで）。  


(b)  以前は制限のある「広告」を規定していた「ISAF クラス」は、規定 20.3 と 20.5 に関して


同じ表現で規定していたとみなすものとする（別のことを選択するまで）。  


20.5.7  「国内クラス」：「国内クラス」を承認した「各国協会」は、この「国内クラス」による適用


に関して、「広告」を許可するのか否かを決定し、許可する場合、制限するのか否かを決定し


なければならない。  


20.6  オリンピック、ISAF 大会、特定大会、招待大会およびクラブ大会、並びに非 ISAF クラス 


20.6.1  この「規定」は、オリンピック・セーリング競技会には適用せず、そこでは国際オリンピック


委員会憲章が適用される。ISAF により次のオリンピック・セーリング競技会の装備として選


定された「ISAF クラス」は、制限なしに「広告」を許可すると規定していたとみなすものと


する。  
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20.6.2  地域競技会の「主催団体」の ISAF への申請に関して、この『規定』はそれらの競技会には適


用しないとすることができる。  


20.6.3  「クラブ大会」や「招待大会」に関して、「主催団体」は、自身の「各国協会」の承認をあら


かじめ得て、規定 20.3.1.2 に従って表示する「広告」を制限することができる。この大会に次


のオリンピック・セーリング競技会の装備として選定された「クラス」を含める場合、規定 20.6.3


の制限は、ISAF 執行委員会があらかじめ承認した場合を除き、その「クラス」には適用しな


いものとする。  


20.6.4  「ISAF クラス」でない、または規定 20.6.4.2 にリストされた艇／ボードは、その「クラス」の


大会かまたは規定 20.6.4.1 にリストされた（もしくはそれに追加された）大会のいずれかに参


加する場合、特定大会、大会のシリーズ、または特定の「クラス」のいずれに関しても ISAF


の同意書をあらかじめ得ないで「広告」を表示しなくてもよく、また「大会広告」の表示を要


求されることもない。  


20.6.4.1  大会 


アメリカズ・カップ・マッチおよび挑戦艇/防衛艇シリーズ 


世界的外洋レース 


プロフェッショナル・ウィンドサーファー協会の大会（PWA、Professional Windsurfers 


Association） 


大洋横断レース 


ボルボ外洋レース 


世界マッチ・レース・ツアー 


およびすべての ISAF 大会 


20.6.4.2  クラス 


国際アメリカズ・カップ・クラス 


オープン 60 モノハル・クラス 


オープン 60 マルチハル・クラス 


ボルボ 70' 


20.6.4.3  上記以外の同等または類似のステータスの大会および／または「クラス」の大会については、


ISAF 執行委員会の発議により上記に加えることができる。このような追加は、次回の評議員


会議へ報告されなければならない。 


20.7  競技者の広告と大会広告との競合 


20.7.1  艇または「競技者」の「広告」が「大会広告」またはその大会のスポンサーと競合することを


理由に、大会の「主催団体」は、艇の参加申込を拒否もしくは取り消すまたは競技者を排除す


ることはできない。  


20.8  納付金 


20.8.1  規定 20.6.4.1 に基づきリストされたものまたは規定 20.6.4.2 に基づきその時々にリストされて


いる「クラス」のいずれかの 1 つであるすべての「大会」は、ISAF に対し納付金を支払わな


ければならない。  


20.8.2  規則 20.3 に基づき自身の艇またはボードに「広告」を表示する「競技者」は、艇の所属する「各


国協会」に対してのみ納付金の支払いを要求されることがある。  


20.9  製造業者とセールメーカー 


20.9.1  次のタイプの「広告」は、常時許可される。 


 (a)  セールメーカーのマーク 


(i)  艇  


セールメーカーのマークは、セールクロス製造業者の名称またはマークおよびセー


ルのパターンまたはモデルを含めて、どのセールの両面にも、1 個ずつ表示してよ


いが、このマークは 150 mm × 150 mm の正方形内に納めなければならない。スピネ 
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ーカー以外のセールでは、このようなマークのどの部分も、300 mm またはフット


の長さの 15 %のいずれか大きい方を超えてタックの点から離して付けてはならな


い。  


(ii)  セールボード 


セールメーカーのマークは、セールクロス製造業者の名称またはマークおよびセー


ルのパターンまたはモデルを含めて、セールの両面に1個ずつ表示してよいが、こ


のマークは150 mm × 150 mmの正方形内に納めなければならない。このマークのど


の部分もマスト・スリーブを含むセールのフットの長さの20 % 以上タックの点か


ら離して付けてはならない。このマークは、ウィシュボーン（ブーム）より上のセ


ールの下半分に表示してもよいが、どの部分もクリューの点から500 mm以上離れて


いてはならない。 


(b)  建造業者と装備製造業者のマーク 


(i)  艇  


建造業者のマークは、設計者の氏名またはマークを含めて、艇体の各側に 1 個付け


てよい。このマークは、寸法 500 mm × 150 mm の範囲内に納めなければならない。  


(ii) スパーと装備  


長さ 300 mm 以下のメーカーのマークはスパーの各側とその他の装備の各側に 1 個


表示してよい。  


(iii)  セールボート  


複数の製造業者の名称またはロゴは、ボード（艇体）、およびウィシュボーン（ブ


ーム）より上のセールの上 1/3 の部分の 2 箇所にいくつでも付けてよい。メーカー


のマークは、スパーの各側に 1 個、その他の装備の各側に 1 個表示してよい。メー


カーのマークはスパーの各側とその他の装備の各側に 1 個表示してよい。  
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20.10  この「規定」に基づく抗議 


プロテスト委員会は、事実認定後、艇またはその乗員がこの『規定』の項目に違反していたと


判定した場合、次のいずれかの処置を行わなければならない。 


(a)  警告する。 
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(b)  RRS 64.1 に従って、その艇にペナルティーを課す、またはその艇を失格とする。 


(c)  その違反がより厳しいペナルティーを課すに値すると判定した場合、2 以上のレースまた


はシリーズで、その艇を失格とする。 


(d)  重大な違反があったかもしれないと判定した場合、RRS 69.1 に基づく処置をとる。 






